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令和５年度第２回花巻市社会教育委員会議 会議録 

 

開催日時 令和６年３月 21日（木） 午後 2時 00分～午後 4時 10分  

 

開催場所 生涯学園都市会館 ３階 第２・３中ホール 

 

出 席 者 委員出席者12名 菊池豊議長、堀合範子副議長、福盛田弘氏、伊藤昇氏、 

浅沼由美子氏、佐藤睦朗氏、菊池朋子氏、久保田精喜氏、 

小国朋身氏、外舘邦博氏、髙橋福子氏、髙橋典人氏 

委員欠席者８名 浅沼清智氏、佐々木淳一氏、佐藤貴哉氏、似内和久氏、 

        菊池清氏、佐々木さつき氏、大竹佐久子氏、藤井輝雄氏 

事務局  ７名 生涯学習部 市川部長 

生涯学習課 梅原課長、菊池課長補佐、鈴木生涯学習係長、

吉田主査兼社会教育主事、石垣主事 

生涯学園都市会館 蜂谷副館長兼社会教育主事 

説明者  ５名 市民生活総合相談センター 坊澤所長 

        賢治まちづくり課 鈴森課長 

        スポーツ振興課 菅原課長 

        花巻図書館 鈴木館長 

        花巻市総合文化財センター 鈴森所長 

 

報道機関  なし 

 

傍 聴 者  なし 

 

次  第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）令和５年度の生涯学習・社会教育事業の報告等について 

（２）令和６年度の生涯学習・社会教育事業の計画等について 

（３）その他 

４ その他 

５ 閉会 

 

１ 開会  （開会 午後２時00分） 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

皆様、本日はお忙しい中お集まりいただき誠にありがとうござい

ます。 

開会に先立ちまして、本会議の成立についてご報告いたします。

本日、欠席のご報告をいただきましたのは名簿の順番で申します

と、2番の佐々木委員、10番の似内委員、16番の菊池委員、17番
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の佐々木委員、18番の大竹委員、20番の藤井委員の６名です。花

巻市社会教育委員会議運営規則第 7条の規定によりまして、本会議

は委員の半数以上の出席により成立いたしますが、現在委員 20名

のうち 12名の方にご出席をいただいておりますことから、本会議

が成立することをご報告いたします。 

続きまして、資料の確認をいたします。 

事前にお配りしております資料と本日用意した資料とになりま

すが、お揃いであるかの確認です。まず、一枚目が表紙です。表紙

と名簿があって、それから右上に資料１と書かれたＡ３横長のもの

で、左上に「第３期花巻市教育振興基本計画」と入ったものです。 

次に、配布書類についてということでＡ５版の通知がついており

ます。それから、「岩手の社会教育 No.68」。岩手県社会教育連絡協

議会が発行しているものです。次に、第２次花巻市まちづくり総合

計画長期ビジョン本編です。最後に、「令和５年度花巻市生涯学習

関係職員研修第３回」と入ったＡ５版の用紙、ＱＲコードも載って

いるものを１枚つけております。以上であります。 

それでは、改めましてただいまから令和５年度第２回花巻市社会

教育委員会議を開会いたします。 

開会にあたりまして、菊池議長からご挨拶をいただきたいと存じ

ます。よろしくお願いいたします。 
２ あいさつ  

菊池豊議長 それでは、皆さんこんにちは。 

今年度、第２回目で最後の社会教育委員会議ということになりま

す。天気も難しくて、春がなかなか来ないなという感じになってお

りました。２月は春がすぐ来るような感じでしたけれども、どうも

天候不順といいますか、なかなか難しい天気だというふうに思って

おります。ぜひ、皆様も健康に留意されてご活躍いただければと思

います。 

今日は、特に資料を見ていただきますと、様式が少し変わってお

ります。以前よりは、非常に見やすい資料になっていると思ってお

ります。７月の会議のときに、皆さんのいろいろなご意見をいただ

いてこのような様式に変更したということになります。 

ぜひ、ご覧いただきながら、いろいろな意見をいただければよろ

しいかと思います。ぜひ、活発な議論がなされる会議にしたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

菊池議長、ありがとうございました。 

続きまして、新しい委員をご紹介いたします。名簿では８番です。

一般財団法人花巻市体育協会会長の佐藤睦朗様でございます。 

佐藤睦朗委員 佐藤です。よろしくお願いいたします。 

事務局（菊池生涯 令和５年 10月１日から社会教育委員としてお願いしてございま
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学習課長補佐） す。よろしくお願いいたします。 

次に、出席の職員を紹介いたします。 

（説明職員、事務局紹介） 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、それでは議事を進行してまいります。これより、議事に入

らせていただきたいと思います。 

進行につきましては、議長、副議長にお願いしたいと存じますが、

はじめに会議の公開基準に基づき、本会議の公開について確認をさ

せていただいたのちに、議事進行をお願いいたします。 

菊池議長、よろしくお願いいたします。 

菊池豊議長 はい。それでは、私のほうから本会議の公開について確認をしま

す。花巻市審議会等の会議の公開に関する指針に基づき本会議を公

開することとしてよろしいか皆さんに伺います。公開でよろしいで

すか。 

（異議なし） 

はい。それでは公開で進めたいと思います。ありがとうございま

した。これより議事に入っていきたいと思います。 

まず、はじめに資料に基づいて進めていきたいと思います。先ほ

どお話したように、資料について前回とは様式が少し異なっており

ます。このＡ３版の横長の資料を見ていただければわかりますが、

今回は「令和５年度の主な事業計画」、「令和５年度の主な事業報

告」、そして最後に「令和６年度の主な事業計画」ということで変

わっております。より、具体的に来年度の計画についてわかるほう

が審議しやすいのではというようなこともありまして、このような

様式に変えたということになります。 

それでは、議事の進め方なのですが、この資料に基づいて今挙げ

た３点について説明していただくということで、最初に５ページま

で説明していただきたいと思います。それでは、社会教育に関する

事業、自主的な活動の推進ということでお願いいたします。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

それでは、私のほうから説明をさせていただきます。 

資料１をご覧ください。ただいま議長がおっしゃられたとおり、

「令和５年度の主な事業報告」と「令和６年度の主な事業計画」、

そちらをあわせてお話していきたいと思います。事業ごとに各担当

から順番にご説明いたします。 

それでは、「生涯学習の推進」の「社会教育に関する事業」につ

いてご説明します。 

最初に、「１．自主的活動の推進」の「生涯学習講座開催事業」に

ついてですが、資料訂正をお願いいたします。 

「令和５年度の主な事業報告」の上から６番目の「家庭教育支援

講座」ですが、そこに親子向けの参加が 10組と書いているのです

が、正しくは 14組ですのでお詫びして訂正させていただきます。
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よろしくお願いいたします。 

この「家庭教育支援講座」も含め、令和５年度に開催した講座等

の実績は資料のとおりでございます。 

そのなかで、地域生涯学習担当者研修においては、研修の第１回

目を生涯学習の事例発表の際に Zoomを使用したほか、第３回目の

「さをり織り体験～障がい者の生涯学習を考える～」の際には、実

験的に研修のオンライン配信を行いました。このオンライン配信に

つきましては、令和６年度の生涯学習講座の一部を YouTubeでオン

デマンド配信したいと考えておりまして、そのために技術的な確認

を行いたいということで実施いたしました。皆さんのお手元に小さ

い用紙（Ａ５サイズ）がございますが、ここにＱＲコードを載せて

おります。そちらを読み取っていただければ、このときの研修の様

子を配信しておりますので、大体 30分ぐらいにまとめた動画でご

ざいますが、ご覧になれますので見ていただければと思います。 

これを受けて、来年度令和６年度の事業計画ですけれども、この

配信型のものをやりたいと思いまして、オンラインにはリアルタイ

ムに配信する方法と、録画された動画を視聴者の都合の良い時間

に、そういったタイミングで視聴する動画配信の方法がありますけ

れども、まずは座学の講座を YouTubeでオンデマンド配信したいと

考えております。最初は、学校形式の講座、私たちは富士大学市民

セミナーなどを想定しておりますが、そういった座学講座を

YouTubeでオンデマンド配信する予定としております。そのほか、

生涯学習講師による講座のオンデマンド配信も講師の皆さんに協

力いただきながら取り組んでいきたいと考えております。 

次に、「生涯学習活動支援事業」でございますけれども、こちら

はふれあい出前講座、生涯学習フェア「まなび学園祭」とも、令和

５年度は前年度よりも参加者等が増加しまして、中でも、「まなび

学園祭」は４年ぶりに記念講演や体験コーナーを再開させて通常開

催いたしましたが、初めて中庭のところにキッチンカーの出店を依

頼し、外の休憩場所を設けるなど、出展者や来場者の皆さんに好評

でございました。 

ただ、来館してくださる方が多くなったぶん、駐車場の問題がご

ざいまして、周辺駐車場もお借りして準備したのですが大変混雑い

たしましたので、令和６年度に向けてその対策も考えて、せっかく

の生涯学習の発表の場ですので、たくさんの方に見ていただいて、

そして、見ていただいた方々がご自分の生涯学習のきっかけとして

いただけるように取り組んでまいりたいと思っております。 

あと、ふれあい出前講座の生涯学習講師も、来年度も地域などで

活動されている方で未登録という方もいらっしゃいますので、今年

度に引き続きお声がけをしながら、講師の充実を図っていきたいと
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考えております。「生涯学習支援事業」は以上です。 

菊池豊議長 続いて、お願いします。 

鈴木花巻図書館長 花巻図書館の鈴木でございます。 

「視聴覚教育推進事業」について説明させていただきます。 

花巻市立図書館では、視聴覚教育事業ということで、視聴覚ラ

イブラリーの運営、16ミリ映写機の操作技術講習会、そして図書

館としての映画会の開催というのを例年通り行ってまいりまし

た。 

昨年の５月からコロナの状況が変わってきまして、利用してい

ただく機会が増えてまいりまして、利用件数はどんどんコロナ前

に近づいてきております。現状ではまだ戻った、超えたというほ

どではありませんが、例えば、視聴覚教育のための機材、DVDプレ

ーヤー、プロジェクター、スクリーンの貸し出しの状況、それか

ら所有している資料の貸し出しの状況ですと７～８割ぐらい、コ

ロナ前の平成30年度と比較した数字ですけれども、ただこの数字

もまだ１月時点の数字でございますので正確な比較ではありませ

んが、平成30年度と今年度１月時点の10ヶ月分の数字と比較して

も、７～８割ぐらいまでいろいろな数字が戻ってきておりますの

で、順調に推移していると考えております。 

視聴覚教育に関しましては、視聴覚目録というのを作成し、ホ

ームページはもちろん、出前講座でも映画会等のご要望があれば

開催しております。あと、振興センターの職員の研修会でＰＲを

させていただいたり、学童クラブへの周知をさせていただいたり

して、もっと利用されていくようにという取り組みを行っており

ます。令和６年度も引き続きそのような取り組みをしていきたい

と考えております。以上でございます。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

次は「生涯学習施設整備事業」についてでございます。 

今年度、令和５年度は生涯学園都市会館、まなび学園でござい

ますけれども、大規模改修工事ということで、体育室屋根等の改

修と給排水設備等の修繕を行いました。あと、石鳥谷生涯学習会

館の外壁塗装改修工事、大迫の沢崎生活改善センターの来年度予

定しております耐震改修工事の実施設計を行ったところです。 

 これを受けて、令和６年度は今申し上げました大迫の沢崎生活

改善センターの耐震改修工事と、同じく大迫の中乙生活改善セン

ター、こちらは耐震改修工事に向けた実施設計を行ってまいりた

いということと、市民の家の登録有形文化財調査事業現況等調査

を事業として行っていく予定です。 

市民の家については、現在建物が登録有形文化財に登録できる

かどうか、あと、中を使えるかどうかということの検討を進めて

いるところですけれども、建物を登録有形文化財に申請する際に
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必要な調査を、岩手県のヘリテージマネージャーの登録をしてい

る方、このヘリテージマネージャーというのは文化財建造物を生

かすための活動や、文化財建造物に関する資料作成等ができる地

域歴史文化遺産の保全活用を推進している方のことを言うのです

けれども、その方に調査していただく予定としております。以上

です。 

鈴木花巻図書館長 続きまして、「読書活動推進事業」について説明させていただき

ます。 

令和５年度、花巻図書館ではこちらにございますとおり、ブック

スタート、ブックスタートプラスそれからおはなし会の開催。みん

なでライブラリー、これは４館で本に親しんでいただくためのイベ

ントを開催するというものです。あと、読書活動推進スキルアップ

講座、こちらはボランティア活動されているような方々の支援にな

るような講座を開催するものです。それから、読書おもいで帳の発

行です。すいません、読書おもいで帳の発行者数でございますが、

事前にお送りした資料と、今日お配りしている資料と数字が違って

いたと思います。459件が正しい数字でございます。大変失礼いた

しました。 

今、申し上げたような事業を行いながら、おもいで帳の発行など、

読書活動の動機付けになるようなことも含めた活動を行ってまい

りました。また、こちらに記載はございませんが、市内の高校の図

書委員さんの作成したポップ、これは図書を紹介するカードです

ね。そういったものを図書館で本と一緒に展示をして、貸出をする

ということも行いました。全部あるわけではないのですけれども、

揃えられる本はできる限り揃えました。花巻南高校から始まりまし

て、花巻北高校、そして今現在は、花巻東高校の図書委員の方々が

作成したポップを置いて、そこにその本を一緒に並べて貸し出して

います。若い方々の感覚で本を選んでいただく、そして若い方々に

それが伝わるように借りに来る方々に伝わるようにという新しい

取り組みかなと思っております。 

それから、令和６年度でございますが、基本的にはこれまでと同

じような取り組みで進めてまいります。最後の読書おもいで帳のと

ころでございますが、今まで０歳から中学生までを対象として読書

おもいで帳をご利用いただいておりましたが、４月からは制限なし

で、図書館を利用されている方で希望する方はどなたでも読書おも

いで帳を利用できるようにしてまいりたいと今準備をしていると

ころでございます。以上でございます。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい、次は「図書館整備事業」についてでございます。 

令和５年度は新花巻図書館整備基本計画試案検討会議を２回開催

いたしまして、新図書館の蔵書数や開館時間など、サービスと機能
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面について概ね方向性を整理いたしました。また、建設場所につい

ては、候補地が２ヶ所に絞られてきたものの、意見の集約には至っ

ていないと考えておりますので、その２ヶ所の建設候補地比較調査

を昨年の市議会 12月定例会で補正予算を承認いただきまして、現

在実施中でございます。 

そして、令和６年度の重点といたしましては、令和５年度に引き

続きこの比較調査を実施して、比較調査が終わってから建設候補地

選定に向けた意見集約を実施していきます。この意見集約の方法

は、ただいま専門家も交えながら検討しているところです。それを

経まして、新花巻図書館整備基本計画を策定したいと考えておりま

す。 

鈴木花巻図書館長 それでは、「図書館改修事業」についてご説明いたします。 

今年度は、東和図書館の北側トイレ改修と花巻図書館の改修がご

ざいました。どちらも、繰越事業ということでまだ継続中でござい

ます。東和図書館につきましては、北側の図書館側ではない反対側

にもトイレがございますが、そちらのトイレの悪臭がするというこ

とがありまして、水回りの改修を行っております。繰越をいたしま

して、５月末で完成ということで工事を進めているところでござい

ます。 

それから、花巻図書館でございますが、こちらは花巻図書館の建

築当時、今から 50年前でございますが、その時点で建築確認とい

う作業をしていなかったということで、最初に出した計画と出来上

がりが違っているということが判明いたしまして、それを元の通り

予定の通りに戻さなくてはいけないということで、工事を行うこと

になったものです。具体的に申しますと、館内の部屋の天井材を防

火仕様にするとか、あとは３階に物置のように使っていたスペース

があるのですが、そういったスペースは本来屋根裏ということで使

ってはいけなかったところでして、そういうところも荷物を全部出

しまして、もう中に入れないようにする。それから、移動図書館車

がございますが、その車庫も一部増築をしております。その増築も

許可を取っていなかったということがわかりましたので取り壊し

をするということでございます。年度内に終わる予定で予算措置し

て始めたものでしたが、工事の落札に至らなかったために、再度入

札ということで、これは来年度６月末を目標に工事を終えることで

進めております。 

来年度、新たな「図書館改修事業」は予定してございません。以

上でございます。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

続いて、ページをめくっていただいて４ページ目になります。 

こちら、「青少年健全育成の推進」というところで、「青少年活動

推進事業」になります。令和５年度は、「はなまきおもしろ探検隊」、



8 

 

そして「20歳のつどい」も４年ぶりに通常開催いたしました。おも

しろ探検隊では久しぶりにキャンプも行ったところです。 

そして、探検隊では高校生ボランティアの皆さん、20歳のつどい

では、実行委員会の 20歳と 19歳の方たち、ボランティアで加わっ

た方々が主体的に事業に関わっていただいて、とても一生懸命取り

組んでくださいました。そのおかげもありまして、参加者の満足度

の高い事業になりましたし、高校生ボランティアも、20歳のつどい

の実行委員会の方たちも、回を重ねるごとに自分で考えて動くとい

う感じにとても頼もしくなりまして、皆さん成長をしていったなと

いうことを事務局としても感じておりましたので、参加者にとって

も、関わったボランティアにとっても、とても良い事業であったと

感じております。 

６年度も引き続き、この探検隊と 20歳のつどいの事業を続けて

いきますし、青少年関連団体の支援事業も引き続き実施していきま

す。 

菊池豊議長 次に、生涯学習に関連する事業、市民生活総合相談センター。 

坊澤市民生活総合

相談センター所長 

はい。生涯学習に関する事業の施策の領域として、青少年健全育

成の推進、取り組みとしましては「青少年非行防止」の中にござい

ます、「少年センターの運営事業」について説明をいたします。 

令和５年度の主な事業報告といたしまして、85 名の少年補導委

員による月１～２回の定期活動のほか、長期休業期間や催事などの

各種行事に合わせて補導活動を実施したところでございます。 

まとめといたしましては、少年補導委員の街頭補導活動回数は延

べ 342回、従事人数は延べ 769人となりコロナ禍以前の活動状況に

戻ったというような状況になります。 

右に移りまして、令和６年度の主な事業計画になります。令和５

年度と特に変化はないのですが、改めてここで少年センターの活動

内容を細やかに表記させていただいたところでございます。 

活動といたしましては、街頭活動、それから環境点検活動、関係

機関団体との連携活動といったような表記をさせていただいたと

ころです。令和６年度の重点としましては、引き続き街頭活動を実

施するということです。それから、少年補導員の任期の更新を迎え

ましたので、来月４月中旬には委嘱状交付式を予定しております。

以上でございます。 

菊池豊議長 続いて、国際化の推進について。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。続いて、「国際化の推進」の「国際都市推進事業」です。 

実績につきましては、資料に書いているとおりでございますけれ

ども、生活講座で初めて技能実習生などの外国人市民と日本人市民

が一緒に受講する形で防災講座やゴミ分別講座を実施いたしまし

た。なかでも、防災講座は松園振興センター、技術振興会館を会場
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にして、日居城野地区のコミュニティ会議の皆さんと一緒に行いま

して、コミュニティ会議の皆さんからも「こういう形で外国人市民

の方と一緒に学べるのはとても良い機会だった」とおっしゃってい

ただきました。外国人の方々からも好評でしたので、令和６年度も

引き続きこのような事業を展開していきたいと考えております。 

次のページになりまして、５ページ目でございます。５ページ目、

最初は「国際姉妹都市等交流推進事業」でございます。 

令和５年度は４年ぶりに国際姉妹都市等との交流事業を再開い

たしまして、中高生等をお互いに派遣、こちらからは派遣いたしま

したし、海外からは受け入れという形でそういった交流をすること

ができました。また、ホットスプリングス市との姉妹都市提携 30

周年を記念して、相互に市民ツアーを開催し、これまでの交流を振

り返りつつ、今後の交流継続をお互いに再確認したところです。 

次に、令和６年度の取り組みとしては、引き続き中高生の海外派

遣等の交流は進めていきますし、コロナ禍において延期となってい

たラットランド市との姉妹都市提携 35周年を記念して、ラットラ

ンド市からの市民訪問団が花巻市を訪問していただくという予定

になっておりますので、その時期に合わせて記念事業を展開してい

きたいと考えております。 

続いて、「国内友好都市等交流推進事業」でございます。こちら

は、友好都市の平塚市や十和田市との交流を推進する事業ですが、

こちらも４年ぶりに小学生を対象とした自然体験交流事業を令和

５年度は開催できましたし、平塚市民ツアーも再開いたしました。 

令和６年度は引き続き小学生の交流事業は行っていきますし、令

和６年度は友好都市提携の十和田市とは 35周年、平塚市とは 40周

年に当たる記念の年ですので、記念式典や市民ツアーなど、記念事

業を実施する予定でございます。国際化の推進につきましては、以

上になります。 

菊池豊議長 はい。それでは、ここまでで皆さんから質問意見がありましたら、

お願いしたいと思います。 

はい、髙橋委員。 

髙橋福子委員 はい。今日の報告を伺っていると、１回目の会議や昨年の会議で

出された意見が反映された事業実施をなさっているので、とても前

向きだなというふうに感じております。 

１点だけお願いしたいことがありまして、３月 13 日に生涯学習

講師として登録している講師の研修会がございまして、その研修会

の中で、ある講師の方が「講師謝礼がいつからかわからないけれど

も、ずっと 5,000円のまま据え置かれている。」ということで。学

んだことを市民に返すというボランティア的な講師登録というこ

とはわかりますけれども、やはり講座を主催するということで、研
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さんを積んだり準備をしたり、むしろ自分が研修を受けたりしてい

るので、少し講師謝礼を見直してはいただけないかというご意見が

ありましたので、いつから 5,000円だったのか、あとは他市がどの

ような状況になっているかについて、内規のような形で他市の生涯

学習講師の謝礼金まではちょっと見つけることができなかったの

で、比較検討して、次年度以降考えていただければと思います。あ

りがとうございます。 

菊池豊議長 はい。5,000円ではなく、もう少し時代に合わせてアップしたほ

うがいいということですよね。 

髙橋福子委員 そういうことだと思います。結局、自分で研修を受けて、自分

も学んだ上で講師をしているというお話でした。 

菊池豊議長 はい。それではこの件よろしいですか。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。 

その研修の場に、私議会と重なってしまいまして、欠席し、申し

訳ありませんでした。 

ただ、そういったご意見をいただいたという話は、担当者から聞

いておりまして、確かにずっと金額が同じということもありますの

で、検討していかなければならないということは内部でも話してお

ります。他市の状況を確認しながら、金額の方は検討させていただ

きたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

菊池豊議長 確かに、講師の皆さんからそういう意見があると思います。とい

うのは、この講師としてやる場合、かなり自分の資料を集めたりと、

その事前準備が大変なのですよね。だから、そのあたりを考慮して

いただいて、上げていただければいいのではないかと思います。 

それから、いつからだったのかというのはわからないですか。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

調べているのですが、過去の表は見つけているのですが、それが

定まったときのものをまだ見つけかねておりまして、確認させてく

ださい。 

菊池豊議長 相当長くこれを続けているということで、デフレでしょうかね。

それでは、そのあたりを調べていただいて。上げることができるの

なら、今のような状況を配慮していただければ講師の皆さんも気持

ちよく講師を引き受けてくれるのではないかと思います。 

それでは、ほかにございますか。 

佐藤睦朗委員 先ほど、YouTubeを使ってやるという話が出ていました。生涯学

習とは誰に焦点を当てるかは私もよくわからないけれども、仕掛け

とすればすごく良いことだと思うのですが。それを見る仕組み、年

配者などに向けてどうやったら見ることができるかまで。仕組みの

部分をしっかりと。仕掛けはいいのだけれども、仕組みの部分をち

ゃんと構築しないと全然見ていないという話になる。 

私もそういう仕掛けはやったのだけれども、仕組みが上手くいか
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なくて見てもらえなかったことはたくさんある。だから、そういう

ところまで考えて。この中には実際 SNSとかパソコンや携帯とか、

そういうことに関するものが一切どこにも触れられてない。そうい

う時代になっており、お年寄りもそういうものを利用する時代だと

思うのですね。そこの部分がこの中には一切出てこないので、検討

をお願いしたいということでございます。 

菊池豊議長 情報格差の目線ですね、どう、取り組むかという。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。市民講座等の中でもその使い方、YouTubeの見方や SNSや

ネットの使い方とか、そういったものも（テーマとして）やっても

いいのではと、案としては検討しているところですけれども、まず

最初にいろいろな手段で生涯学習を受けていただくということ。今

までは集まって、集合式のものがメインでしたので、どこの場所で

も（受講）できるように、そういったことで配信型もやってほしい

というお声をいただいて、まずはそこから手をつけていきたいと考

えております。 

あとは、やり方講座とかそういった部分のところは、どういった

やり方が一番いいかというところ、講座を開いてもわかりにくい説

明で結局できなかったとなってしまうと残念なことなので、どうい

うやり方がよいのか検討させていただきたいと思います。 

まずは取り組みとして、今回試験的に動画を撮って配信という形

にしましたけれども、自分達で動画を録画した際、YouTubeとかに

配信をしても、きちんと見ることができる感じで撮れている、そう

いったことができるようになって、まずオンデマンドをやってみよ

うという取り掛かりの段階ですので、先のこともきちんと考えなが

ら、この事業を進めていきたいと考えております。 

菊池豊議長 どれだけの人が YouTubeなどを見ているかというと、カウントは

できるのですか。それを調べてみて、より多くの人が視聴できるよ

うな形で考えなくてはいけないと思いますね。 

はい、どうぞ。 

福盛田弘委員 はい、福盛田と申します。 

YouTubeの使い方の報告がありましたけれども、教室とか室内の

場合はいいのですが、アウトドアの場合は動画撮影する人がつかな

いとできないと思うので。私は、アウトドアのほうでも講師をやっ

ているので、そういった場合も YouTubeで放映するとなれば、考慮

して考えていただきたいと思います。以上です。 

菊池豊議長 誰が撮影して、誰がやっていくかという。担当の問題もあります

し、そのあたりをクリアできればやっていけるかなと。はい、ほか

にございますか。 

はい、なければまたあとで一括して聞きたいと思います。 

それでは、６ページにいきまして、スポーツ振興、社会教育に関
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する事業の生涯スポーツの推進というところから入っていきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

菅原スポーツ振興

課長 

スポーツ振興課の菅原と申します。 

スポーツの振興ということで、まず「生涯スポーツの推進」でご

ざいますが、全般的に言えるのですけれども令和５年度につきまし

ては、コロナの５類移行に伴いまして、ほぼ通常どおりイベントあ

るいはスポーツ大会を開催ができたという状況になっております。 

そうした中で、まず「地域スポーツ推進事業」でございますけれ

ども、この事業につきましては生涯スポーツの推進を図るというこ

とで、スポーツ推進委員、スポーツ普及員、そういった方々を配置

しまして、それぞれの地域での活動を支援するということ、あとは

スポーツ教室、早起きマラソンやニュースポーツ交流大会を開催し

ましてスポーツに親しむ機会を提供するといったことに取り組ん

で参りました。 

鉛温泉スキー場につきましては、今年度非常に雪不足ということ

で 12月 23日スキー場開きをしたのですが、その時点で滑ることが

できず、やっと雪が降って滑れるようになったのですが、２月にか

なり暖かい時期続きましてリフトの運行中止により、スノースポー

ツフェスティバル、スキー協会が行っている市民スキー大会が残念

ながら中止となったところでございます。 

令和６年度につきましては令和５年度同様に、スポーツレクリエ

ーション等の指導者を配置して、引き続きニュースポーツ等の普及

を図るということと、市民の健康増進、体力作りを図るために、早

起きマラソン、ニュースポーツ交流大会あるいは各種スポーツ教室

といったものを引き続き開催してまいりたいと考えております。 

続きまして、「地域スポーツ支援事業」でございます。 

こちらの方は、各地域においてスポーツ活動の支援ということ

で、それぞれのスポーツ団体等に対しまして助成をするということ

を目的に実施している事業でございます。令和５年度につきまして

は、花巻市体育協会、あるいはスポーツ少年団本部などに補助金を

交付しておりますし、新たに総合型地域スポーツクラブの活動支援

ということで、10月に補助金交付制度を創設いたしました。総合型

地域スポーツクラブでございますが、市民の皆さんが自主的、ある

いは主体的に運営されるスポーツクラブということで、複数のスポ

ーツ種目が用意されている、あとは市民の誰もが自らの興味あるい

は技術レベルに合わせて様々なスポーツを気軽に楽しめる、そうい

った地域に根ざしたスポーツクラブと定義がされております。現

在、花巻市には３団体が設立されておりますし、またもう１団体に

ついては準備委員会が立ち上がっていまして、今後設立に向けて今

準備を進めているという状況でございます。令和６年度につきまし
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ては引き続きそういった補助を継続しますとともに総合型地域ス

ポーツクラブの活動も支援してまいりたいと考えております。 

次に２番目、「競技スポーツの推進」でございます。 

「競技スポーツ支援事業」でございますが、これにつきましては、

競技レベルあるいは指導レベルの向上を図るといったことを目的

として実施している事業でございまして、主に大会出場者の支援と

いったことで全国大会等の出場支援、あるいは県民体育大会の出場

支援ということを行っております。それから各種大会の開催支援と

いうことで、記載のとおり、各種大会開催へ補助金を支援している

というところでございます。 

今年度の全国大会出場支援につきましてお話をさせていただき

ますと、富士大学サッカー部が総理大臣杯全国大会サッカートーナ

メントで東北勢初の全国優勝を成し遂げられておりますし、同じく

富士大学硬式野球部につきましては、春の全国野球選手権、あるい

は秋の明治神宮大会に出場されて頑張っておられると。あとは、花

巻東高校硬式野球部につきましては、甲子園で活躍されてベスト８

ということで、毎年 1,500万円の予算で実施しているのですが、今

年度は支出がかなり予算を上回っておりまして、現在 1,650万円ほ

どの支出となっております。 

令和６年度につきましても、引き続き様々な支援を行いながら、

競技スポーツの向上に努めていきたいと考えております。 

続きまして、７ページでございます。 

こちら、第 50 回東北総合体育大会の開催事業ということで、①

の「競技スポーツ支援事業」において実施と書いておりますが、今

年度花巻市を会場に６競技を実施したところでございます。市とし

ましては、実行委員会を組織しましてそれぞれの競技団体に対しま

して、補助金を交付したところでございます。 

それから３番目、「大規模スポーツ大会の開催」ということで、

「スポーツ大会合宿誘致推進事業」でございます。こちらの事業は、

交流人口の拡大を図るということと、スポーツに接する機会を提供

するために大規模なスポーツ大会、あるいはスポーツ合宿の誘致を

図るということを目的としております。 

大規模大会あるいはスポーツ合宿の誘致をしていただいており

ますはなまきスポーツコンベンションビューローに補助金を支出

しておりますし、あとは活動に対する負担金の支出をしておりま

す。今年度のスポーツ合宿につきましては２つ書いておりますけれ

ども、東京経済大学硬式野球部、これは８月１日から８月７日、あ

とは上智大学硬式野球部が８月１３日から１８日まで花巻球場で

合宿を行っております。 

令和６年度につきましても引き続きはなまきスポーツコンベン
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ションビューローへの補助金等を交付して、様々なスポーツ大会、

あるいは合宿の誘致を行っていきたいということでございます。 

また、ローイング日本代表、ローイングにつきましては、以前は

ボート競技といっていたものですが、今はローイング競技と名称が

変わりまして、そちらの日本代表の合宿を令和５年度も受け入れて

おりますが、令和６年度についてはオリンピックがありますので、

どういったことになるかまだ詳細はわからないのですが、いずれ合

宿受け入れについて進めてまいりたいと考えております。 

「花巻ベースボールフェスタ開催事業」ですが、これにつきまし

ては、平成 30年度から３年間ということで実施したところですが、

平成 30年度と令和元年度につきましては、コロナ禍前でしたので

実施できたのですが、令和２年度についてはコロナ禍ということで

中止いたしましたが、コロナが落ち着きました令和５年度は、埼玉

西武ライオンズの方からお話がありまして、実施したところでござ

います。「キラキラはなまき銀河鉄道ナイター」ということで８月

２日、20組 40名の定員の募集をいたしまして、11組 22名の親子

の参加により実施いたしました。 

また、「ふれあい野球教室」を 12月 10日に富士大学のスポーツ

センターをお借りして実施したわけですが、この際には市内小学校

のスポーツ少年団、中学校の野球部の子供たちを対象にして、花巻

市野球協会の多大なご協力により、埼玉西武ライオンズから現役の

選手をお招きして野球教室を開催いたしました。 

花巻ベースボールフェスタについては、令和５年度で一旦終了し

まして、来年度以降についてはどういった形で今後進めていけばい

いのかということを含めながら、花巻市野球協会など関係者の皆様

とお話をしながら、今後に繋げていきたいと考えております。 

それから、「スポーツ施設環境整備事業」です。 

市のスポーツ施設については、かなりの数の施設があるわけです

が、利用環境を整えるということで計画的に施設の改修、修繕を行

っているところでございます。 

令和５年度については、記載のとおり施設の改修修繕を行ったと

ころでございますが、この中で、花巻球場の屋内練習場の改修工事、

こちらにつきましてはまだ整備中ということで工事が終わってお

りません。令和６年度に繰越ということで、５月 10日までの工期

延長で実施をしているというところでございます。 

令和６年度につきましても記載の施設の改修等を考えておりま

すけれども、この中でスポーツ施設老朽度調査でございますが、専

門の業者の方に見ていただいて、緊急度や老朽度を調査するという

ことで、４段階で評価していただいて、すぐ実施しなければならな

いものについては、概算事業費についても積算してもらう調査内容
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になっております。市民の方々が使いやすいスポーツ施設の整備と

いうことで、今後も計画的に改修を続けていかなければならないと

考えています。 

スポーツの振興については、以上でございます。 

菊池豊議長  はい。それではこのスポーツの振興について、質問意見があり

ましたらお願いいたします。 

佐藤睦朗委員 私も、去年 6月に体育協会の会長になりまして、全施設まわって

みたところです。やはり、老朽化が進んでいて心配な部分もたくさ

んありますし、先ほど、専門業者に診断してもらうという話があり

ましたので、進めていただきたいと思いますし、総合体育館のエア

コンですね、夏の大会を誘致したいと思っても現状冷えなくなって

きていて、利用者からは冷えないよというお言葉もいただいており

ます。 

私も大会を誘致したいと思うところもありますが、そこをちゃん

としないと当日壊れましたとか、さっぱり効かないで健康被害がで

てからでは遅いなというふうに思っておりますので、そのあたりの

改修のところはよろしくお願いしたいと思います。 

また、明日コンベンションの会議もありますけれども、私も初め

てその会議に出るのですけれども、今の状況ではなかなか合宿に来

てくれないなというふうに思います。補助の内容からしてですね。

それから、やはりスポーツ施設と連携してやっていかなければなら

ない。施設がないと来てくれないとなるわけで。そこには、やっぱ

り市民の健康管理というのですか、健康増進のための時間も必要で

あるし、それを両立させるための方策を練っていかなければないだ

ろうなと私自身も思っておりますので、スポーツ振興課の皆さんと

協力して、いろいろな面で連携して進めていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

菊池豊議長 はい、今具体的に出てきましたけども、総合体育館の冷房、エア

コンについて。 

菅原スポーツ振興

課長 

はい。総合体育館の冷房につきましてはそのとおり冷えないとい

う状況はスポーツ振興課の方でもおさえておりまして、令和６年度

に改修と思ったのですが、緊急度の関係から令和 7年度以降に改修

のほうを進めていきたいと考えているところでございます。 

それから、先ほどスポーツコンベンションビューローのお話がご

ざいましたが、会長がおっしゃるとおりでございまして、合宿誘致

ということと、その期間市民の方が使いたいと言っても使えない状

況はどうなのだという話もあったりして、うまく折り合いがつけば

いいのですが、そういったこともありますし、宿泊施設のほうもか

なり料金が高額になっておりまして、合宿に来た団体に対するスポ

ーツ合宿支援事業補助金があるのですが、そのとおり金額があまり
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多くないということもあり、様々な課題もございますので、総体的

にスポーツのみならず観光とか、そういったものとの組み合わせを

検討していかなければと思いましたので、よろしくお願いいたしま

す。 

菊池豊議長 合宿等をやるという場合の宿泊施設、誘致するにあたっては、金

額の問題もありますね、 

佐藤睦朗委員 補助金の金額と見合うような金額ではもう到底なくなっていて、

花巻温泉だけではなく他の宿泊施設にも手が出ないような感じに

なってきているので、さっきお話があったとおり合宿誘致というの

が果たして見合うのかどうか、という検討から始めなければならな

いのだろうと。もう、インバウンドのほうでも全然金額が日本は安

いといっても、合宿に来る人たちはできるだけ安価でという思いが

あるのでもう釣り合わないということは、皆さんご承知おきいただ

いて、それで進めていかなければならないと思います。 

菊池豊議長 課題があるということなので、実情に合わせて検討をお願いした

いということですね。 

はい、ほか、スポーツ関係でありますか。 

堀合範子副議長 それでは、芸術文化の振興の中の社会教育に関する事業につい

て、事業報告と事業計画、説明お願いいたします。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。説明いたします。 

「１．芸術文化活動の推進」の「芸術文化推進事業」についてで

すが、はじめに資料の訂正、事前に郵送した資料のほうなのですが、

上から２番目の花巻市民芸術祭のところで 32事業を予定、うち１

事業中止というふうに書いてあるのですが、正しくは合計 30事業

を実施となります。同じように６年度の主な事業計画のところも32

事業となっているのが 30事業、こちらを訂正させてください。申

し訳ありません。 

５年度の事業についてですけれども、市民芸術祭を久しぶりにコ

ロナ禍前と同じような形式で開催いたしました。この市民芸術祭、

11 月の展示部門、文化会館を使っていろいろなお部屋で展示をし

たのですけれども、その開催中に大ホールの舞台を使って市内の音

楽や演劇、舞踊などの団体が舞台で発表して、それを市民の皆さん

が自由に見ていただくといったような、そういった様々なジャンル

の芸術文化に触れるという機会を作りました。発表する人、見る人

ということで芸術文化活動の推進と、市内芸術団体等の活動の支

援、そういったものを進めることができたのではないかなと考えて

おります。 

６年度の事業計画ですけれども、小学生のためのアートセミナー

がとても好評で、令和５年度に定員を増やして開催したところです

が、引き続きその増やした定員のまま維持して実施したいと思って
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おります。市民芸術祭についても同様に取り組んでいきたいと思っ

ております。 

次に同じ「芸術文化推進事業」で、今度は文化会館の事業になり

ます。文化会館の自主事業等は一般公演が 10事業あって、団体鑑

賞、市民向け事業ということで、資料にあるとおりでございますが、

令和５年度の特徴的なこととしては、手話通訳や音声案内のあるバ

リアフリー演劇を初めて開催いたしましたし、音楽家の方が実際に

小学校に出向いて演奏して、小学生に音楽体験をしていただくとい

うアウトリーチというもの、あと市民の皆さんに、より文化会館の

施設を親しんでいただくために、文化会館にあるグランドピアノの

無料体験や、バックヤードツアーなどを行いました。 

また、文化会館は花西地区にございますので、花西地区まちづく

り協議会とコラボしまして、一緒に「ぎんどろ日和」という事業を

開催しまして、文化会館の自主事業がある日に合わせて花西地区で

も地域住民を対象としてワークショップを行うなど地域との連携

を進めました。 

令和６年度は一般公演が８事業のほか、学校団体鑑賞や市民向け

事業も引き続き行ってまいりたいと思っております。アウトリーチ

やバックヤードツアーも引き続きやっていきたいと思います。 

また、音響設備が新しくなりましたので、後で文化会館の改修の

ところでも触れますけれども、それ（音響）を生かして、今年度映

画上映会を何回か開催しておりますので、そういったホールの特色

を生かした事業を進めてまいりたいと考えております。 

次は「学校文化活動事業」でございます。これは 11 月の市民芸

術祭に合わせて、小中学生の作品を募集し展示するという事業です

けれども、令和５年度も概ね例年どおり、各学校から出品いただき

ました。令和６年度も引き続き開催して事業に取り組んでまいりた

いと考えております。そして、子供たちの芸術文化活動への意欲の

向上に繋げることを重点としております。 

次は９ページ、「美術普及活動推進事業」になります。 

こちらは、萬鉄五郎を顕彰する事業として、萬鉄五郎記念美術館

で行っている事業でございまして、児童の写生会や萬鉄五郎祭など

を行っていますけれども、令和５年度は４年ぶりに参集して行うこ

とができましたが、天候等の影響で、ちょっとコロナ禍前の参加者

数には届かなかったものの、通常通りに開催できたと思っておりま

す。 

令和６年度も引き続き開催していきたいと思います。開催して、

市民の芸術文化に対する関心や親しみを向上させるため、美術活動

に取り組む機会を提供していきたいと考えております。 

次は「萬鉄五郎美術館等整備事業」でございます。 
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令和５年度に開館以来初めて空調設備の改修工事を実施してい

るところですけれども、こちら年度内、昨年の年末のうちに終わる

予定だったのですが、空調設備を繋ぐ電線ケーブルが全国的に品薄

になっておりまして、納品のめどが立っておりませんで、結果工事

もまだ完了していない状況です。電線ケーブルが納品され次第、工

事再開となりますけれども、今年度中の完了はちょっと難しいので

はないかと業者からも言われておりますので、これは来年度に繰越

して行うことになっております。令和６年度の新規の整備事業はご

ざいません。この空調整備、空調の工事を継続して行うという形に

なります。 

次が、「先人顕彰推進事業」になります。共同企画展等事業実績

は資料にあるとおりですけれども、その中で偉人マンガ「佐藤昌介

物語」については、漫画を書いてくださったそのだつくしさんをお

迎えして、佐藤昌介顕彰会の皆さんとトークイベントを開催いたし

ました。この偉人マンガ「佐藤昌介物語」がとても好評でして、自

分も手元にあったらいいなというお声をたくさんいただきました

ので、販売用に偉人マンガを増刷いたしまして、明日３月 22日か

ら発売ということで、税込 1,100円なのですが、文化会館事務室で

販売するほか、郵送にも対応することで今準備を進めているところ

です。 

令和６年度の事業についても、引き続き各先人顕彰記念館、３館

ありますけれども、そこを会場としている共同企画展や先人ギャラ

リー展について展示内容を工夫して、より幅広い世代に先人への興

味を持っていただいて、各館に足を運んでいただくきっかけ作りを

したいと考えております。以上です。 

鈴森賢治まちづく

り課長 

賢治まちづくり課の鈴森です。 

続きまして、宮沢賢治イーハトーブ館で実施しております「宮沢

賢治普及・啓発事業」についてです。 

令和５年度の主な事業については、３つの企画展とセミナーを予

定通り開催しております。企画展関連イベントとして、ますむらひ

ろしさんの講演会とサイン会を開催し、多くの方に参加をいただい

ております。コロナ５類移行ということもあり、令和５年度は入館

者、セミナーの参加者ともに増加しており、広く宮沢賢治について

知っていただく機会になったと思っております。 

令和６年度につきましては、令和５年度と同様に企画展、セミナ

ー等の開催を予定しております。以上です。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

それでは、次は企画展示事業というところになります。 

これは花巻新渡戸記念館、萬鉄五郎記念美術館、博物館での企画

展示事業になりまして、まず花巻新渡戸記念館での企画展示事業で

すけれども、今年度の企画展等の事業は、資料にありますとおり４
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回、４種類ということでございます。来館者数については、コロナ

禍前の数には届いていないのですけれども、徐々に回復傾向にある

ところです。また、今年度は市内小中学校の団体鑑賞や、出前教室

の申し込みがございませんでしたので利用していただけるような、

そういった声掛け等を検討していく必要があると考えております。 

それを受けまして、令和６年度の事業計画になりますけれども、

重点については、ここに書いているように企画展等の事業を行いま

して、周知や広報の充実に努め、広く市民の皆さんに、新渡戸家や

稲造の魅力を発信する取り組みを行いたいと思っておりますし、矢

沢地区の学校をはじめ、各学校団体見学や出前教室、そういったも

のを開催しませんかということで、令和５年度も声掛けしているの

ですけれども、より有効的なやり方を検討しまして働きかけていき

たいと考えております。 

次に、萬鉄五郎記念美術館です。 

令和５年度は空調工事がございましたので、例年より企画展が１

つ少なくなっておりますが、来館してくださった方にはとても好評

で、よかったなという声をたくさんいただけました。 

引き続き、来年度につきましても、芸術文化に関心や親しみを感

じる市民を増加させることを目的といたしまして、４企画展を予定

しております。バランスのとれた展示を目指していきたいと思って

おります。 

次に、ページが変わりまして 11ページでございます。博物館に

ついてです。博物館は、令和５年度の企画展、テーマ展の実績はこ

ちら資料に記載している５つになりますが、特に「かがくいひろし

の世界展」は、期間中の入場者が２万人を超えるなど、大盛況でご

ざいました。また各テーマ展では郷土の先人や文人などを広く紹介

いたしました。 

続きまして、令和６年度の主な事業計画としましては、博物館は

令和６年度に開館 20周年を迎えますので、その記念特別展として、

「アニメージュとジブリ展」、「縄文ワールド－写真家・小川忠博の

世界展－」など４事業を開催する予定にしております。以上です。 

堀合範子副議長 はい、それでは続けて生涯学習に関連する事業の説明をお願いい

たします。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。こちらは生涯学習に関連する事業、「文化会館施設改修事

業」でございます。 

「文化会館施設改修事業」ですけれども、令和５年度はこれから

文化会館の施設を長く利用していくために、施設の長寿命化を進め

るための調査を行いました。このほか、先ほど申し上げました舞台

音響工事が終わりまして、大ホールのどの位置の席に座っていても

良い音が届くという、とても良い音響設備に改修いたしまして、ス
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ピーカーだけでなくマイクの音もとても聞きやすくなっておりま

す。そういうこともありまして、コンサート等はもちろん体感でき

るのですが、映画会も大変好評で市内には映画館がございませんの

で、文化会館の大ホールで今年度２回行いまして、とてもよかった

という声をいただきましたので引き続き６年度も映画会はしてい

きたいと思っております。 

次に、６年度の主な改修でございますけれども屋上設備の部分

で、年度計画で屋上の防水は進んできているのですけれども、まだ

残っている部分、３階の電気室があるあたりが雨漏りしております

のでそこの防水工事、あと文化会館の改修施設の中でも緊急度が高

い部分、受電変電設備、施設の電気設備ですけれども、そういった

ところと、あとトイレ、一部洋式化なのでまだ和式が多く、ちょっ

と臭いがするという衛生的な部分でも皆さんからお声をいただい

ているので、先に改修したい部分の実施設計を行うこととしており

ます。以上です。 

鈴森賢治まちづく

り課長 

はい、それでは「賢治のまちづくり推進事業」についてです。 

賢治のまちづくり推進事業につきましては、例年実施しておりま

す事業にプラスし、令和５年度は宮沢賢治没後 90年でありました

ので、賢治さんについて改めて知っていただけるきっかけとして、

没後 90年記念事業を実施しております。一つは、令和５年５月５

日に公開されました映画「銀河鉄道の父」とのタイアップ事業で、

特別試写会、宮沢賢治童話村での衣装＆パネル展、賢治関連施設で

の周遊スタンプラリー等を開催しております。 

また、秋には宮沢賢治記念館で所蔵しております賢治さんのチェ

ロも実際に演奏する「チェロで綴る宮沢賢治の世界」という演奏会

を実施しているところでございます。 

令和５年度につきましては、コロナが５類移行されたことによ

り、今まで実施を見合わせておりました事業を再開しております。

宮沢賢治創造芸術公演につきましては平成 30年以来で、わらび座

による公演を実施しております。また、イーハトーブフェスティバ

ルにつきましては令和元年以来で、出演者の方に童話村のステージ

に生出演していただきイベントを実施したところでございます。ま

た、今年度は市芸術協会に所属する団体に出演していただき、市民

の方も参加するイベントとして開催したところでございます。 

令和６年度につきましては、例年通りの事業を予定しております

が、童話村の森ライトアップにつきましては、博物館で「アニメー

ジュとジブリ展」を開催する予定となっておりますので、ジブリ展

と関連した展示も考えているところでございます。以上です。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

続きまして、企画展示事業です。こちらは高村光太郎記念館と総

合文化財センターになります。 
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最初に、高村光太郎記念館につきましては、こちら資料に記載し

ております６事業を行いました。 

その中で④の企画展「光太郎と吉田幾世」については光太郎と、

岩手の教育者である吉田幾世との交流をテーマにした企画展でし

たので、関連講座も含めまして、吉田幾世と関わりがあった皆さん

にもご来館いただきまして大変喜んでいただきましたし、光太郎と

ともに郷土の偉人である吉田幾世を顕彰する機会ともなりました。 

続いて、令和６年度の主な事業計画としましては、光太郎が花巻

で過ごした 7 年間で描いた草木や花々のスケッチを紹介する企画

展など、企画展や関連行事、講座を通じて、光太郎についての理解

を深めて、記念館を来館するきっかけとなるような、そういった事

業を行っていくっていうことを重点としております。以上です。 

鈴森総合文化財セ

ンター所長 

はい、最後になります。大迫にございます総合文化財センターの

事業報告、それから事業計画についてご説明いたします。 

はじめに、令和５年度の事業報告ですけれども、資料に記載がご

ざいます４つの企画展を実施いたしました。その中で②番の「ほん

ものそっくり！粘土アート展」で、これにつきましては大迫に在住

しております高橋竜子さんという方の作品の展示をいたしました。

非常に本物そっくり、まさにそのとおりで昆虫であるとか果物であ

るとか花であるとか非常に見応えのある展示でございました。 

それから現在、ＳＬ銀河の写真展として掲載してございます。こ

れにつきましては、令和６年度の５月１２日まで開催しております

ので、ぜひご来場いただければというふうに思います。 

それから、令和６年度の中では②番のところです。滝田さんの花

巻傘、これにスポットを当てて企画展を開催したいというふうに思

ってございます。以上でございます。 

堀合範子副議長  芸術文化の振興について、一括して説明していただきました。 

では、今のご説明について何かご質問やご意見のある方はおりませ

んでしょうか。佐藤委員。 

佐藤睦朗委員 こちらの花巻市第２次まちづくり総合計画長期ビジョンの 63ペ

ージには、民俗芸能の伝承支援とある。私は、市の行政評価委員も

やっているのだけれども、郷土芸能の指標についてちょっと意見を

申し上げたこともある。団体数の維持といったものが指標となって

おり、それはおかしいのではという話をしたのだけれども。 

それとともに補助金の問題。使いづらいという話が出ていて、そ

ういうものの説明も受けたことがないし使えないと。無形文化財の

方には衣装を買ったりしたいという話が出たのだけれども、その仕

組みも資格もわからず、困っているという話も出ている。 

有形文化財の方は、仏像を修復するなどに使ったが、無形文化財

には補助金は使えないと。 
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小国委員もいらっしゃっているが、芸術文化の振興のところに郷

土芸能に触れる部分は一つもない。指標があるのに、生涯学習の推

進に関する資料には登場しない。そのようなことも含めて、検討し

ながら使えるような補助金制度をきちんとやっていただきたいと

いうことです。以上です。 

堀合範子副議長 今の意見については。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

文化財につきましては、教育委員会で直接担当することとなりま

すので、それについてはきちんとお伝えしたいと思います。 

堀合範子副議長 では、関連して小国委員からは何かありますでしょうか。 

小国朋身委員 今の回答で少し疑問に思ったのですが、文化財関係は社会教育に

入っていないのでしょうか。 

小国朋身委員 では、もう１回。この資料の表を見て最初に思ったのですが、文

化財関係は触れられていないのですよね。文化財課というのがちゃ

んとあって、そこで仕事をされている。私の感覚では、社会教育の

一部ではないかと思っておりますがいかがでしょうか。 

佐藤睦朗委員 文化を継承していくということは、おそらく教育委員会だけじゃ

なく社会教育・生涯学習も絡むのではないかと私も思います。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

社会教育法に文化財が含まれるかということについてですが、文

化財は文化財保護法で規定されますので、区分はなかなか難しいと

ころもある。ただ、おっしゃる通り民俗芸能の保存や伝承という部

分では、社会教育と密接に関係があるといえます。 

ただ、花巻市の行政組織上、文化財への補助金については生涯学

習部の所管でないということもあり、私が「わかりました、今すぐ

何とかします。」ということも言えない状況もあります。文化財保

護法に基づき、文化財は教育委員会が直轄で行っているという状況

になっておりますので、教育部そして教育委員会教育長の方へお伝

えするということです。そのようにご理解をいただければ。 

なお、文化とスポーツは社会教育法に規定されますが、花巻市で

は教育委員会は執行せず、市長が執行する事務となっています。そ

のようなこともございますが、社会教育法上密接に関係がございま

すので、この社会教育委員会議の場で、文化やスポーツ実績を紹介

してご意見を賜ることで、より良い事業にしていこうとしておりま

す。ですので、つきましては文化財の補助については今ご説明した

通り教育委員会教育部の方へきちんとお伝えしたいと思っており

ますので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

堀合範子副議長 はい。それでは、ここに生涯学習推進センターの所長もいらして

おりますので。外舘委員。その前に、小国委員からもう一度。 

小国朋身委員 事務をどこでやっているかということではなくて、社会教育委員

の範囲というのでしょうか、その中に文化財も入るのではないかと

いう疑問です。 
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教育委員会でやっていようが、市長部局でやっていようがそれは

社会教育委員の我々の管轄する範囲とは別だと思うのです。結論は

今出さなくていいです。そのように疑問に思ったということを、残

していただければよろしいかと思います。 

堀合範子副議長 資料の中に載せて、会議で話題にするということも含まれている

のでしょうか。（含まれている） 

はい、それでは戻りまして外舘委員から。 

外舘邦博委員 県の立場からお話をしますと、まず県の組織としては今生涯学

習・社会教育と文化財が一緒になっているのですが、社会教育の担

当と文化財の担当は明らかに分かれています。以前は、文化につい

ても同じ組織の中にありましたが、今は文化振興課、あとスポーツ

振興課というところで組織として分かれています。 

社会教育としては、博物館は我々の範疇に入りますので、委員会

議の場で発言を述べる機会がありますが、先ほど言ったように文化

財となると、例えば専門的な領域となる。私は、社会教育主事の立

場でありますので、文化財は範疇に入らないというところが県の立

場で今申し上げるところであります。以上です。 

堀合範子副議長 なかなか難しいところのようですけれども、いずれにしても文化

財の隣にある民俗芸能について、昔は一子相伝で継承したのが、今

は小中学校でもいろいろと取り組み、行政レベルでなく市民レベル

で継承していこうとする大きな動きも感じられて、非常に心強いな

と思って見聞きしております。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

調べましたところ、先ほど申し上げたとおり、文化財は文化財保

護法の範疇となりまして、文化財については社会教育法に入ってお

りません。 

ただし、社会教育法には公民館や図書館、博物館、青年の家その

他社会教育施設。また、講座開設や講習会・展示会の開催、家庭教

育や家庭学習、音楽、演劇、美術、その他芸術の発表。そして、青

少年のボランティア活動などの社会奉仕活動、自然体験活動、その

他体験活動が規定されています。伝統芸能というのはかなり近い分

野で関わりがあると思われます。そのような中で、文化財保護法と

の関わりも考えながらやってきたということであります。文化財の

保存や保護が社会教育ではないと言い切れるかと言うと難しいと

ころはあります。青少年活動の中での演劇発表が芸術活動ではない

と言われますと、これは芸術活動になると思いますので、そのよう

なことから曖昧なところがあると思います。 

ですから、以前もこの内容について議論して、社会教育委員の皆

様には管轄にかかわらず幅広くご意見を賜りたいということでや

ってきたつもりでありました。 

ただ、法律や補助金となりますと、生涯学習部の所管ではなく教
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育委員会が担当するということになります。それに関わる部分は、

教育委員会へお伝えするということでよろしいかと思いますので、

今後もご理解いただきたいと思います。 

堀合範子副議長 よろしいでしょうか。 

佐藤睦朗委員 その点はわかりました。伝えていただきたいし、せっかくここに

はある種のヘリテージもある。それらの鑑賞機会の提供というの

は、どちらの担当になるのですか。市民に鑑賞機会を与えるツアー

を組むとかについては、どちらの分野でしょうか。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

直接は教育委員会です。総合計画の中で民俗芸能、文化財につき

ましては教育委員会が担当しています。ただ、おっしゃっているの

は、例えば観光であるとか、生涯学習講座で鑑賞機会を設けるとい

うこともあり得るので、そこは全く分けてしまうのではなく。資料

をご覧いただくとお分かりだと思いますが、様々な分野がリンクし

ていますよね。講座もそうなのですが、これはうちの対象でないか

ら違うということは申し上げないですし、社会教育委員の皆様には

社会教育に限らず、広い知見からご意見いただければということで

事業を進めてきたつもりであります。よろしくお願いいたします。 

佐藤睦朗委員 曖昧にせず、ちゃんと伝えることは伝えていただければいいと思

うし、そのような企画があった方がいいのかなという、市民が見に

行くような企画があったらいいのかなというふう思います。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

ありがとうございます。 

堀合範子副議長  そのほかに。はい、髙橋委員お願いします。 

髙橋典人委員 はい、10ページなのですが、私は地域コーディネーターという学

校と地域を結びつけるという役割を果たしている関係で、気になっ

たのが企画展示事業の教育普及事業ですね。その中の緑色の部分

で、「市内各種団体からの依頼に応じて新渡戸教室を実施した一方、

市内の小中学校の団体見学もしくは出前教室は１校もなかったた

め、来年度の課題として取り組む必要がある。」と書いているので

すけれども、これはどのようなアプローチの仕方をして、１校もな

かったのかということを確認したいことと、あと隣の６年度の方で

は、少なくとも「矢沢地区の団体見学もしくは出前教室を開催す

る。」ということで、先に出前教室ありきのような表現になってい

るのですけれども、本当に学校ではニーズがなく出前講座の依頼が

なかったのか、そういったところの考え方も確認したかったので、

教えてください。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

お答えします。 

館長が校長先生方に、新渡戸記念館で団体見学や出前教室もやっ

ていますよということをお声がけしていますが、ちょっと今年度は

学校もいろいろ忙しかったのかなというような話をしておりまし
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た。でも、１校もなかった。少なくとも地元の学校からは来ていた

だきたいなということを、新渡戸記念館の運営審議会のときにも委

員さんからご意見いただきました。学年などで団体見学してくださ

るのが一番なのですけれども、それがかなわなくても職員が学校へ

出向いて、新渡戸家だったり新渡戸稲造のことだったり、そういっ

たお話をしたいということで。これだけというのではなくて、いろ

いろやってというふうにアプローチの仕方を今検討しているとこ

ろです。なので、出前教室ありきではなく、団体見学に行けなくて

も職員が行きますという意味の出前教室です。 

髙橋典人委員 はい、だいたいいつも学校側もそうですし、地域の方もそうです

けれども一方通行です。学校の先生方も。例えば、先生方は「新渡

戸の話をしてください。」とだけお願いする形で、新渡戸記念館に

出前講座を頼む場合が結構多いです。逆に、新渡戸記念館の方から

は、「こういう話をしたいので、１時間時間をもらえませんか。」と

いうふうに、学校のニーズをあまり気にしないで、こういう思いで

出前教室を作りたいのだという話を結構されるのですよ。一番大事

なのは、先生と記念館の職員がとにかく１時間でもあるいは 30分

でも、どういう話を子どもたちが求めているのか、あるいは学校が

求めているのか、記念館がどういう話をしたいのかというのをすり

合わせた上でやっていかないと、結局やっぱりまた依頼が出ないと

いう形になりそうな気がするので、そのような形で取り組んでもら

えればと思います。以上です。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

ありがとうございます。ご意見を参考にして行っていきたいと思

います。 

堀合範子副議長 この件に関連して、確か賢治記念館では賢治の世界セミナーをや

るときに、学校に出向いてどういった中身のもの、例えば音楽なの

か演劇なのか、そういった希望、ニーズに合わせて派遣するという

形を取っているようですけれども、大変好評のようです。そういっ

たようなところ、新渡戸記念館でもこういうことがあるかもしれな

いし、学校で要望があったというようなことを事前に把握するとい

うのも、お互いのすり合わせというふうに髙橋委員がおっしゃって

いました。一致するところもあるのではないかなという気がいたし

ます。 

堀合範子副議長 すいません、そのほか。福盛田委員。 

福盛田弘委員 

 

はい。10ページのところ、文化会館の施設がすごく音響が良くな

ってこの間の映画も私は見ました。やはり迫力のあるクオリティの

音響はすごいです。皆さんも、ぜひ催しものがあったときには行っ

てご覧ください。 

そしてまた、バックヤードのツアーの方も参加いたしまして、普

段入れないバックヤードの設備も見られました。こんなところもあ
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ったのかなと思い、再発見できる機会だったので素晴らしいなと思

っていました。やっぱりお金をかけたくらいの音響はありました。 

それで、要望するのもやっぱりこれからもああいった装置が生か

されるように月１回位でもいいですから、いろいろな映画上映、映

画上映が一番音響が良いようなので、そういったところをこれから

も進めていっていただきたいと思いますし、検討してください。ゴ

ジラなんかも私はおすすめです、アニメの世界。 

それと、あともう一つです。佐藤昌介の偉人マンガができました。 

皆さんにも市川部長にお願いして１冊ずつ進呈いただきました。 

今度一般にも発売されるということ、一般にも求められるようお願

いしてもらった経緯もありますので、ぜひ、文化会館だけでの販売

になりますので、皆さんも買っていただき宣伝していただきたいと

思います。以上です。 

堀合範子副議長 そのほかありませんでしょうか。まだ、ご発言いただいていない

伊藤委員、浅沼委員。それから、菊地委員、久保田委員。どなたか

何かございませんでしょうか。はい。 

菊池朋子委員 はい、ガールスカウトの菊池です。先日私たちガールスカウト主

催で、「世界で一番美しい村」という映画上映を東和コミュニティ

センターで行いました。 

こちらのほうは 2015 年に起きたネパールの地震のときに写真家

として入られた方が、長い年月取材されたドキュメンタリー映画な

のですが、１月１日に能登の地震がありましたのでその義援金を目

的に収益を全て能登へ寄付するということで開催しました。 

それで、チケットの販売について大変苦戦しました。花巻では文

化会館にポスターの掲示等、もしよければチケットの取り置きをと

お願いしたのですが、「花巻市の主催でなければチケットを預かる

ことはできない。」と言われました。 

それで、岩手日報のイベント欄に載せたり、東和町での開催でし

たので東和町の有線放送で流してもらったりしました。あとは個々

の声かけで販売いたしまして、まだ最終的な決算は出ていないので

すが、10万円以上の収益を得られまして、たくさんの方々のお役に

立てればと思っているところです。 

今後、文化会館の音響もとても良くなったというお話もありまし

たので、そういう目的で私たちのような団体が主催した会があった

場合に、文化会館が一番大きな窓口になると思います。私たち個々

の窓口だと、どうしても仕事をしていると昼間電話に出られなかっ

たりということがありましたので、ぜひ社会教育委員に名前を置か

せてさせていただいてるので、今後そういうことがあり、収益が目

的に見合うものであれば、ぜひ柔軟な対応としてチケットの取り置

きをしていただければ、もっと多くの方々に宣伝できたのかなと思
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いますので意見として申し上げます。よろしくお願いします。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

この場でちょっと基準がどうなっているか私もわからないので、

そこは発言できませんけれども、それは有料で、つまり他館でやる、

文化会館でやらないものについて文化会館でチケットを販売でき

るかということですよね。 

菊池朋子委員 なはんプラザと紫波のオガールでは手数料は取られましたけど

も置いていただくことはできました。ただ、それが結構寸前だった

ので、あまり周知できなくて、一番最初に大きいところと思って文

化会館にお願いしたのですが、「市主催でなければできない。」と言

われまして。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

おそらくプレイガイドを持っているところ、なはんプラザは違う

会社がやっているのでできるのだと思うのですけれども。わかりま

した、まずはご意見としてお聞きしますということで。 

菊池朋子委員 そうです、意見として。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい、ありがとうございます。 

  

堀合範子副議長 今、新聞でも事前にイベント情報というのをかなり流してくれ

て、私もこういうものをやっているのだなと先ほど菊池さんがおっ

しゃっていたのがよくわかっておりましたが、本当に世の中が動い

てきて、いろいろなところで様々な事業が行われているなという感

じがしております。 

そのほか、では伊藤委員。 

伊藤昇委員 はい、公民館連絡協議会ですが、各公民館では出前講座をだいぶ

活用していただいておりますので、今のところ我々としては別にご

ざいません。本当、出前講座はみなさん活用していただいて助かっ

ています。以上です。 

浅沼由美子委員 はい、浅沼由美子でございます。地域婦人団体協議会では、映画

会を年１回させていただいております。これは、皆さんに協力して

いただきながらチケット販売をして上映をしております。今年も市

民の方々が楽しめるあの映画を選んで、上映をしたいと思いますの

でどうぞご協力をよろしくお願いいたします。 

出前講座には、私たち東和支部の婦人部の人たちを集めて、いろ

いろな講座をお願いしてやっております。やはり、その先生方も地

域で広めたいという技術がたくさんあるようなので、ぜひ皆さん活

用していただきたいなと思いますのでよろしくお願いいたします。 

堀合範子副議長 はい、ありがとうございます。久保田委員お願いいたします。 

久保田精喜委員 はい、教育振興協議会の久保田と申します。直接私のほうではか

かわるというより、この会議に参加してたくさんの事業が行われて

いることがわかりました。 

ハード的なものとしては施設・設備に対して、非常に老朽化があ
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るのでやはりそこは改修工事等、安全性からいっても、必ず確実に

やっていただければというふうに思いました。    

 ソフト面ですが、やはりコロナがあってですね、なかなかできな

かった事業が５年度徐々に行われ、しかも完璧ではないですが前に

戻りつつあるということを聞いてよかったと思いました。私も教振

ですが、子どもたちの様子を見ていても、実はコロナで結構地域の

行事も学校の行事もほとんどない状態でしたので、これからまた

様々な事業を子供たち向けに取り組んでいただけると非常にあり

がたいなと思っていました。 

この中で少し気になるのが、やっぱりコロナで思うように子ども

たちがふれあう（ことができず）、人間関係に結構影響しているの

かなと。いろいろな行事がないためにストレスも溜まったり、人間

関係が少しこじれたりということで、実は不登校も結構増えてきて

いるという段階です。いろいろな企画をされていますので、子供た

ちにできるだけ参加してほしいと思いました。 

企画をたくさんされているのですが、先ほどの新渡戸記念館です

か。（出前教室）がまったく出ないという、少しもったいないとい

う気がしました。副議長がお話されたのですが、結局こういう方法

ならやれるとか、いろいろな方法の中でやれると思うのですよね。

「必ず来てください。」だけでなくて、「こんな方法でやれるよ。」

とかアイディアを学校に伝えることで「やってみるか。」となって

もらうと。今年は、これとこれがいいと薦めるというふうに。展示

物のイメージだけでは、想像できて「まあ、いいかな。」となるの

だけど、新渡戸稲造さんの生き方の中で、先生方や子どもたちに魅

力のあるアピールというか、そのあたりを少しされてもいいのかな

と思いました。 

子どもたちはいろいろな問題を抱えていまして、様々な企画を考

えていただいて非常にありがたいと思いますので、ぜひ１人でも多

くの子どもたちが参加できるかたちで、校長会議あるいは直接学校

を通して積極的にＰＲいただければありがたいと思います。以上で

す。 
菊池豊議長  はい、今学校との関係が出てきました。社会教育との関係で、学

社連携ということですね。どのように学校と協力していくか、その

視点も持ちながら、やって行かなければ駄目だなというふうに感じ

ました。 

それから、もう一つは、今学校評議員制度はもうなくなって、学

校運営協議会に移行しています。まさに社会教育、社会と学校の結

びつきを非常に強めていますので、そのあたり社会教育の視点か

ら、考えていかなくてはいけないのかなというふうに思いました。 

そのような視点でこれからの社会教育を考えていくのと、学校に
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どれだけ積極的に協力して支援していくか、あるいは学校のほうも

また同じような考え方ということになろうかと思いますので、学社

連携のところも進めていただければありがたいというような感じ

がします。 

堀合範子副議長 はい、それでは外舘委員。 

外舘邦博委員 先ほど、県の組織とかの話を少ししたのですけれども、県内の市

町村はやっぱり様々で、教育委員会の中に学校教育課と生涯学習・

社会教育課という組織もあれば、花巻市のように花巻市生涯学習部

生涯学習課ということで、その社会教育の中にも市町村は文化芸術

ですとか、生涯スポーツを含めたスポーツ、あとは観光的なところ

も預かっている、もちろん文化財もというところと様々あります。

この花巻市社会教育委員の会議は、私も市町村様々な会議に参加し

ていますけれども、それぞれの立場、学校の関係者だったり、地域

の方だったり、婦人団体等様々な立場の方が集まって、それぞれの

立場からの視点でのお話をいただくという会議だと思いますので、

それぞれの立場の話が直接関わる生涯学習課の中で扱っているも

のは進めていけばいいですし、先ほど言ったように教育委員会とか

別の課というのであれば、基本出た意見がその部署へ上がればいい

のかなと思います。私は今日も参加していて、それぞれの立場でご

発言をされている会議が、社会教育委員会議でないかと思っており

ます。以上です。 

堀合範子副議長 ありがとうございます、髙橋委員。 

髙橋福子委員 講座のオンデマンド配信をなさるというのは、日中働いていて、

この講座を受けてみたいと思っていても勤務と重なるとか、例えば

休みの日に当たったとしてもその日は予定があるというような、あ

まり生涯学習の施設に来ない年代の方々にとってはとても有効な

のだと思います。結構、全国の研修やセミナーは会場参加、オンラ

イン参加の二つの参加方法が多く、申し込みのときに聞かれる。特

に、私はイーハトーブ花巻カレッジとか富士大学市民セミナーは、

やはりどちらかというと働いている方々の学び直し的な要素もあ

る講座でないかと思うので、ぜひそういった講座をオンデマンド配

信してやっていただくというのは、とてもいいと思いますのでご検

討をよろしくお願いいたします。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

６年度は、まず富士大学市民セミナーからやっていきたいと考え

ています。富士大学ともお話をしているところです。 

イーハトーブ花巻カレッジの方は、できれば講義形式のものはや

りたいと思っているので、お話していきたいと思っています。あり

がとうございます。 

菊池豊議長 コマーシャルですが、富士大学で『宮沢賢治から考える』という

授業をやっております。これは、公開授業でやっています。それか
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ら、花巻ケーブルテレビでも放送しています。YouTubeでも流して

いますので、ぜひご覧ください。 

堀合範子副議長 コロナ禍で対面ができないために、オンライン参加というのはず

いぶん普及してきたように思いますけれども、そういった良さを生

かしてまたこちらのほうの提案もあったりして、そういう意味で

は、ちょっと広がるのかなと感じております。そのほかありません

でしょうか。それでは時間にもなっておりますので、議題(1)(2)に

ついては以上にしたいと思います。 

(3)のその他に移りますが、皆さんから何かございますか。 

はい、小国委員。 

小国朋身委員 社会教育委員の立場として、本当はいろいろと研修を受けたりし

なければならないと思うのですけれども、なかなかそういうことも

できないのでせめて情報誌とか地域の動きもそうですが、日本の動

きも載っておりますので、そういうものをぜひ公費で委員の皆さん

に購読してくれるようなことを希望します。以上です。 

堀合範子副議長 はい、意見として。 

菊池豊議長  できれば、研修への参加費とか、そういうところも考慮していた
だければということですね。 

事務局（梅原生涯

学習課長） 

はい。ご意見として。 

研修のほうは令和６年度の県の研修などいろいろとご案内いた

します。今回は、県大会などについて予算措置をしています。６年

度県大会は花巻が会場ですので、委員の皆さんには、ご案内申し上

げますので、ぜひ（参加を）お願いしたいと思います。他の研修に

ついても、時期が来たらご案内いたしますのでよろしくお願いしま

す。 

堀合範子副議長 そのほか、その他についてございませんでしょうか。はい、それ

では以上で議題についてはこれで終了とさせていただきます。それ

では、事務局の方にお返しいたします。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、菊池議長、それから堀合副議長ご進行ありがとうございま

した。それでは続きまして、大きな次第にまいりまして４その他の

方に入らせていただきます。 

こちらのほうから、資料として提供してございます部分について

若干説明をさせていただきたいと思います。 

まず、「岩手の社会教育 No.68」というものですけども、こちらは

毎年１回年度末に発行されております。今回、最後のページになり

ますが、７月 19日に花巻市文化会館で開催を予定しております「第

70回岩手県公民館大会・令和６年度岩手県社会教育委員研究大会」

について、開催地挨拶として掲載をしております。 

次に、第２次花巻市まちづくり総合計画長期ビジョンをお配りい

たしました。２月８日、令和６年第１回花巻市臨時会において可決
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されて完成したものです。  

こちらの策定にあたりましては、社会教育委員の皆様からもご意

見等をいただきました。改めて、ご協力いただきましたことをお礼

申し上げます。中身につきましては、冊子が厚いものですので後ほ

どご覧いただければと思います。 

それから、最後にたくさん今日話題にしていただきましたが、Ｑ

Ｒコードをのせたものです。こちらの第３回生涯学習関係職員研修

ということで YouTubeを出しておりますが、我々も生涯学習推進セ

ンターで研修を受け、ようやく YouTubeで流せるようになったとい

うところでございますので、見せ方、それからどういうふうにして

いったらよいかたくさんご意見をいただきたいです。我々もいろい

ろな方法で試してみたいと考えておりますので、皆様の方からもこ

のようなものもいいのではというような形でご協力いただければ

というふうに思っております。これからも、YouTube等を活用して

配信していきたいと考えております。 

事務局からは以上でございます。大きなその他として、皆様のほ

うから何かございますでしょうか。 

それでは、ここで閉会にあたりまして市川部長よりにお礼のご挨

拶をお願いできればと思います。お願いします。 

事務局（市川生涯

学習部長） 

今日は、長時間にわたりまして委員にご意見を賜りまして大変あ

りがとうございます。 

先ほど申しましたとおり、社会教育は少しわかりづらくなってお

りまして、簡単に言うと「学校教育以外の組織的な教育」という教

育活動ということなのですが、なかなかそれにあたるのかどうかわ

からないようなものもあります。かといって、皆さんからのご意見

でこれは関係ないということは全くありません。やはり教育という

のは、ほとんどに関わってくる。生活にもかかわってくるものです

し、人材育成のためにも重要なものだと思っております。ご意見を

ふまえて、花巻市では行政を行う上で分類はされているわけですけ

が、関係あるところにはきちんと伝えていきたいと。そのために社

会教育委員の皆様があるわけですので、そのような意味であまりご

自分を縛らないでいただきたい。幅広くご意見を賜っていきたいと

思っておりますので、引き続きご意見のほどよろしくお願いいたし

ます。本日は、大変ありがとうございました。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、市川部長ありがとうございました。 

それでは、皆様大変ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和５年度第２回花巻市社会教育委員会議を

終了いたします。 
 


